
担 保 物 件 の 状 況

下記の物件を担保として提供します。
	区

分
	物件番号
	所　　在　　地
	物  件  の  表  示
	所  有  者
	担保順位
	既存建物の有無
	備備考

	
	
	
	
	
	当初順位
	最終順位
	
	

	土

地
	
	
	(地　番)
	(地   目)
	(地 積)㎡
	
	
	
	
	

	
	1
	港区虎ノ門4丁目
	3番13
	宅地
	3,100.00 
	医療法人　港会
	3
	1
	有
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2
	港区虎ノ門4丁目
	3番14
	宅地
	1,203.00 
	医療法人　港会
	1
	1
	有
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	3
	港区虎ノ門4丁目
	（今次融資対象土地）
	3,222.00 
	医療法人　港会
	1
	1
	無
	

	
	
	
	3番15
	宅地
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	建

物
	
	
	(家屋番号)
	(種 類)
	(床面積)㎡
	
	
	
	
	

	
	1
	港区虎ノ門4丁目3番13
	3番13
	病院
	3,100.00 
	医療法人　港会
	3
	1
	
	独立登記

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2
	港区虎ノ門4丁目3番15
	（今次融資対象建物）
	
	医療法人　港会
	1
	1
	
	独立登記

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）　上記の内容が網羅されている既存資料がある場合は作成は不要です。既存資料の写しを提出してください。
【土　地】


・一筆ごとに物件の所在地、地番、地目及び地積を記入してください。


・地目は、宅地、田、畑、山林等公簿上の土地の地目を記入してください。


・地積は、公簿上の面積を記入し、その単位を明確にしてください。


・機構からの借入金によって購入する土地を担保とする場合は、「今次融資対象土地」と記入してください。





【建　物】


・建物 1 棟ごとに家屋番号、種類及び床面積を記入してください。


・今次計画等により床面積の変更予定がある場合は、変更後の面積を記入してください。


・機構からの借入金によって建設する建物を担保とする場合は、「今次融資対象建物」と記入してください。


・増改築事業の場合は、その建物について独立登記、表示変更登記の別を備考欄に記入してください。





【所有者】


・個人の場合はその氏名、法人の場合は法人登記簿謄本に記入された正確な法人名を記入してください。ただし、今次計画に伴う売買等により所有者が変更する場合は変更後の所有者名を記入してください。


　なお、所有権が共有となっている場合は、所有者名の次にその持分を記入してください。





【担保順位】


・物件の登記簿謄本の乙区を確認のうえ、機構への担保提供順位を記入してください。


【当初順位】


・現在登記簿謄本の乙区に抵当権が設定されていない場合は 1 位となります。既に抵当権が設定されている場合、その後の順位となります。


　（例）既に抵当権が 1 つ設定されている場合は「２」、既に3つ設定されている場合は「４」になります。


【最終順位】


・既に設定されている抵当権と、今回の融資に伴い機構が設定する抵当権がある場合は、順位変更後の機構の抵当権の順位を記入してください。





※原則として、当機構以外の抵当権が既に設定されている場合は順位変更をしていただきます。（既に設定されている抵当権が当機構の抵当権である場合を除く。）


　なお、今回の融資で順位変更が発生する場合には必ず金融機関に事前に相談し、承諾を得てください。


　この欄で不足する場合は、コピーのうえ記入してください。





（注）担保として提供する物件を登記簿謄本から用紙に記載されている区分に従い、正確に記入してください。









